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1 ．背景 ・目的

　現在、様 々 な建築にお い て 「白 」 に よる表現 手

法が 多くみ られ る。し か し 、空問 の 色彩をそ の 用

途や特性、演出 し た い 雰囲気な ど に よ っ て 使 い 分

け、計画す る こ と で 、空 間の 豊か さが生 まれ 、そ

の 空 間に 合 っ た 印象 が得 られ る の で は な い か と

考 え る 。空 間の 色彩を考 え る 際、空問の 照 明条件

と合わ せ た イ メ ージ と して 色彩が 認識 され る 1に

と か ら、光環境 と の 複合的な視点 で 捉 え る 必 要 が

あ る。

本 研 究で は 、建築空 間の 実体験 を対象 とす る こ

とで 、空 間評価 の 全 体像 を把 握 し、そ の 上 で 光 ・

色 彩要 素 に よ る印 象 の 影 響 力 や そ の 特 性 を 明 ら

かにす る。そ して 、光や 色彩 を効 果的 に空 間 に用

い る た め の 手 が か りを探 る こ とを最 終 目的 とす

る。

2 ．研 究の 方法

　調 査 対象 地 は、本 研究 にお け る光 ・色 彩 の 定

義 ・分類 の 5 種 類か ら、それ らに特 徴 の ある建築

空 間 をそれ ぞれ 1 ヵ 所 以 上、計 8 ヵ 所 を選定 した

（表 1＞。なお今 回 、無彩 色は建築 に多用 され て い

る こ とか ら、特徴 と して 取 り上 げ な い こ と とす る．

各対象地 で 被験者 5 人 に 空間 を体験 させ 、「空 間

か ら感 じ と っ た こ と」 をイ ン タ ビ ュ
ーに よ っ て 得

て 、 そ の 中か ら空 間表 現 を抽出す る 。 岡ら の 研 究

2＞で 用 い られた 140 個の 空 間表 現を、　KcJ法 に よ り

類型 化 し （図 1）、そ の 結果 を基準 と し て 、調査 に

よっ て 得 られ た 空 間表現 を分類 す る。類型化 し た

空間表現 の 内、光 ・色彩に よる表現 の 分布に着眼

し、分析をお こ な うc

3 ．調査結果および考察

（1）光 ・色彩に よる表現 の割合

　全空間表現 に 対す る光 ・色彩 に よ る表現 は、8

対 象地 中最 高 で 47．5％ （ル
ーセ ン ト）、最 低 で

13．4％ （聖 ク ラ ラ教 会）と大 きな差 が み られ た （表

2）。

（2）個別分析

　印象 の 要 素分類 ごとに、8 ヵ 所 の 平均 と光 ・色

彩に よる表 現の 分布の 特徴 か ら、各対象地 の 特性

と、印象 の 要因 とな っ た光 ・色 彩の 刺激 を明 らか

に し た。沖縄 博・美で は、［意識 誘引性］ ［視覚］の

要 素 に、主 に 美術 館 内照 明 の 刺激 に よ る 表 現 が 、

匚物質感］［様 式コの 要 素に は 、外壁 の 臼や 博 物館 ・

色 の 刺激 に よ る表 現 の 分 布 が 多 くみ られ る こ と

か ら 、
こ れ らの 刺激 が こ の 建 築空 間の 評価に大 き
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図 1 空 間 表現 の類 型化 　要 素関 係図

表 1　 光
・
色彩 の分類 とその特 徴に よる対象地選定 および調査結果
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〈影響 して い る こ とが 考え られ る （図 3）。

（3）光
・
色彩分類別分析

全 対象地 か ら得 られ た光 ・色彩 に よる空間表 現を

光 ・色彩 の 分 類別 （A −’F）に集計 し、印象要素 の プ

ロ フ ィ
ー

ル を作成 した （図 4＞。 そ の 結果 、 大 きな

分布が み られた 要素 （表 3 の 白抜 き）は 、空間の 光 ・

色彩 の 刺激 が作用 しやす い 印象で あ る と い え る。

　 さらに 、分類 に よ らず、光・色彩 に よ る空間表

現全 て と調査 に よ っ て 得 られ た 全 空 間表現 の 印

象 要素分布 を 比 較 し た （図 5）。 そ の 結果、差が大

き くみ られ た要素 （表 3 の 太線）は 、 空間 の 光 ・色

彩の 刺激 が そ の 他 の 刺激 と比較 し て 、 大 きな影響

力 があ る とい え る。

4 ．まとめ

　本研 究で 得 られ た 光
・色彩 と空 間評価 と の 関係

性 を整理す る。

  光 ・色 彩 の 刺 激 は、空 間 の 雰 囲気 の 評 価 と結 び

　 つ きやす く 、 特 に 「空間 の 柔 らか さ1の 印象 は 、

　 そ の 要因 とな りやす く 、 さ らに 「幻 想的」 の 印

　象 は 、 光の 刺 激が要因 とな りやす い
．

  自然光は 、時間に よ る変化を感 じ させ る こ と で

　 「時 問の 経過」 を感 じ させ る要 因 とな り得 る。

　 また人工 光よ りも 「美 し さ」 の 感覚を生み やす

　 い 。

  光 は 空間 に 「動 き」 を感 じ さ せ る 要 因 と な り得

　 る。

  色味 の あ る光は温 冷感の 印象が得や すい 。

  色 彩 学上 「誘 目性 が高 い 」 とされ る配色 にお い

　て も、そ の 位 置や動 線 、人 の 存 在な どに よ り、

　存 在 を感 じ得 な い こ とや 、 「重 量感 」 を感 じさ

　せ る配色に お い て も、そ の 大き さや 状態な どで

　 「軽 さ」 を感 じ る 場 合が あ る。

　上記 の 特 性 を も つ 空 間 の 光
・色 彩 の 刺 激が 、規

模や用途 な ど様 々 な条件 に よ り大 き く異な る と

思われるが 、空間評価 の 約 半分を支配す る要因 と

な り得る こ とが 明 らか とな っ た 。こ の 割合は 、空

間 の 印象 を決 定 付 け る と い っ て も過 言 で は な く、

こ の 結 果 か らも、光 ・色彩が 空 間評 価に 与 え る影

響 を明 らか に する こ と の 意義 が 見出せ た と考え

る。
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図 3　個 別 分 析 ・3）沖 縄 県立 博物 館 ・
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図 4　光・色 彩各分類 印象要 素 プロ フ ィ
ール

図 5　全 空間表現 と光・色 彩に よ る義 現 の分 布比 較

表 3 光 色彩分類別印象軣素の 分布 （9S〕
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